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道路交通環境の改善に貢献する駐車場システム
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駐車場システムのイメージ図

地下の有効利用による駐車場システムは,都市生活者にとって道路交通の混雑を解消する手段として期待されている｡

都市部を中心とした道路交通の混雑や路上駐車に

よる交通阻害という都市型社会問題は,年々深刻にな

ってきている｡そのため,国や自治体では駐車場不足

を解決するため各種の整備を進めており,地域間発に

際しても駐車施設の整備が重要な項目となっている｡

特に都市部では土地不足を解消するために,地下

の有効利用を図る地下駐車場の整備が重安になって

きている｡さらに,複数の地下駐車場を地‾F道路で

結びネットワーク化することにより,駐車場群全体

の利用率向上を図る方法が実用化されている｡

日立製作所は,顧客やコンサルタントなどと協力

して地下駐車場の機械設備,電気設備および管理･

管制を含めた最適なシステム化により,利用者,管

理者,周辺地域に安全で使いやすい駐車場システム

を構築することに取りデ阻んでいる｡その一例が複合

都市,恵比寿ガーデンプレイスへの駐車場システム

である｡

また,開発したニューロ予測制御によって広島基

町地下ネットワークでの総合利用効率の向上を実現

した｡今後,画像処理やシミュレーションなどの最

新技術を駐車場システムに適用することにより,地

域への貢献がいっそう期待できる｡

*基町パーキングアクセス株式会社 **サッポロビール株式会社 ***t卜た製作所機電事業部技術-し(電気･電子部門)

****‖屯製作所拙宅事業部 *****R立製作所システム事業部 ******口た‾製作所大みか工場

25



638 日立評論 〉OL.76 No.9(1994-9)

n はじめに

駐中場不足による道路混雑という都市型社会問題は,

年々深刻になりつつある｡この解決策の一つとして,地

‾卜空間を利別する地下駐車場の建設が全国規模で始まっ

ている｡

jF成3年度には道路法,駐車場法の改正と道路管理者

が整備する駐車場に対する建設省の補助制度が創設され

た｡さらに,平成5年度には建設省所管の財団法人駐車

場繁備推進機構が設立され,駐車場の整備をいっそう促

進する計痢が進められている｡地域間先にあたっても,

単に個々の施設の駐車場附置義務や公的駐車場の設置だ

けでなく,地域全体としての車と八の流れを踏まえた駐

中場整備計画が必須(す)となってきている｡これらの駐

車施設の利朋効率をいっそう高め,経営者,管理者,利

肝者および周辺の環境に対してより使いやすく効果の上

がる設備を構築することが必要となってきている｡

ここでは,日立製作所の駐車場システムなどに対する

取組みとシステムのコンセプト,および広島港町地下ネ

ットワークと恵比寿ガーデンプレイスのシステム事例に

ついて述べる｡

凶 駐車場システムに対する取組みとコンセプト

2.1人と車に優しいシステムを目指して

本コンセプトにより,顧客の基本計画作りの支援から

メンテナンスまで幅広い範囲で活動している(図l,表1

参照)｡

(1)幅広いシステムを対象

州別の駐車場だけでなく,棲数の駐車場を接続した駐

車場ネットワークシステム,市街地各駐車場の満車･空

車案内を行う駐車場案内システムといった,駐車場に関

連するすべてのシステムを対象としている｡さらに,他

システムとのオープン情事艮ネットワーク化により,地域

通路交通環境の最適化に寄与することを口指している｡

(2)駐車場の各種設備を含めた総合システム化

駐車場に必要な電気･機械設備の大半を製造するだけ

でなく,トータルシステムとして必要な機器を取りまと

め,利用者･経常者･駐中場周辺住民のさまざまなニー

ズに対応したシステムを開発している｡特に管理コンピ

ュータを中核に設備や案内誘導を含めたシステム化によ

l),`女全でスムーズな駐車や効率運転･省力･省エネル

ギー化､およびl与+転率の向_Lによる収益改善を実現して

いる｡
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図l駐車場システムヘの取組み

駐車場システムに対する取組みの考え方を示す｡人と車に優しい

システムを目指している｡

表l対応フェーズと新技術例

駐車場システムのコンセプト作りから運用までの長いフェース

に,各種最新技術を用いている｡

プロジェクトのフェース 対応フェーズ 要素技術

基本コンセプト作り 計画支援

シミュレーション

最適システム構築手法

採算計算

システムデザインおよ

びエンジニアリング
設計工程計画 シミュレーション

工 事 機器製作施エ

統合管理システム

ニューロ応用システム
画像処理応用システム

運 用
運用支援保守サ

-ビス
維持管理システム

(3)計画からメンテナンスまで一貫しての対応

計画段階では,場内･場外シミュレーションによる渋

滞問題の把握,最適システム構成手法によるシステム構

造の決定,採算計算による導入のメリットなどの調査･

検討支援を行う｡設計段階から施工段階まででは,トー

タル的な観点に立ち,最適機器の選択,最適機能の決定,

および各梓設備とのインタフェース仕様の決定を行う｡

また,稼動後では,メンテナンス情報窓口の一本化によ

る顧客作業のシンプル化,情報ネットワーク利f引こよる

効率的メンテナンスを予防保全,事後保守の両者で行い,

障害の最小化に寄与する｡

2.2 駐車場を支える新技術

各分野で実用化されつつある新しい技術を取り入れ,

駐車場の効率向上やエンジニアリングに役立てることを

推進している｡代表例について以下に述べる｡
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(1)統合制御技術

従来,設備に関しては個別施⊥が主であったため,

(a)効率運転,省力化,省エネルギー化の向_Lが図れ

る設備間の有機的つながりが見落とされてしまう｡

(b)機器の分散によって効率的に情報を収集できず,

瞬時の統介的な異常把握と情報一元化が困難である｡

などの問題点があげられた｡そのため,管理･設備監視･

ITV(工業糊テレビ)監視の集中化や,タッチパネルオペ

レーションによる操作の一元化･設備制御と管理との統

合化などの統合制御技術を導入することにより,+二記課

題を解決するとともに省スペース化を実:呪する｡

(2)由像処理技術

銅像処理技術の駐車場分野へのJ心川展開により,以‾卜

のような効率の良い駐車場システムが‾叶能である｡

(a)車両のナンバープレートの読取りにより,人･Jll

串のゲートレス化,恵ま時間人･Jl■■専の対応化

(l))設置個所が限られ哩込みが必要な従来のループコ

イル,超音波センサに代わる中の動作方Ⅰ帥生も含めた

駈串場内fl三庫管理センサ

(c)駐車場外周辺の車渋滞度測左 など

(3)‾‾戸測技術

駐車場や地‾Fネットワークで,渋滞発生以前に対処す

る事前誘導案内制御実施のためには,ヰの人･山中量の

子測技術が必一安となる｡これに対し,駐中場利何者への

特性の非線型をよく取り扱えるニューラルネットワーク

の採けはゞ実糊化されつつある｡これを,中内の渋滞防止,

待ち時間表ホ,換気･照明制御などに通用し,システム

三茸 +ヨー___仁1

のレベルアップを吋能とする｡

(4)駐中場同辺交通流シミュレーション技術

駐車場設置計画で,周辺部への影響度をあらかじめ把

推する手段として周辺交通流シミュレーション技術を開

発した｡

このシミュレーションの特長は,車1台ごとに流すイ

ベント駆動型で,駈早場,地‾Fネットワークの構造検討

や問題点の視覚的提示,評価精度向__L,改善案の提示な

どの時間の短縮が可能である｡

これらの技術には追捕化へ向けて解決する課題カゞある

ものがあるが,コンピュータやセンサ技術の向_Lによっ

て通用化への実現が期待できる｡

日 駐車場地下ネットワークシステム

このシステムは,複数の独_束した駐中場を地下道路で

一体的に接続することにより,あたかも一つの駐車場と

して機能させるものである｡これにより,同一街区の駐

車場でも-一一方で待ち行列が発生しているにもかかわら

ず,他〟では空きがあるといった状況や,空きのある駐

車場を捜す車が地卜交通の混雑に拍車をかける状況が解

消できる｡そのためには,あらかじめ運転者に対して各

駐車場の満車･空車情報,およびネットワーク自体の混

み具合を的確に伝達するシステムの構築が必要となる｡

事例を基に,システム構成および導入効果について述

べる｡

広島巾では1994年秋に開催されるアジア競技人全開催

にl占=ナて,大規模な地域開発が進められている｡それに

層

せ･_良一‾巨ニー 〔±三三古土ヨ一月′二避
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広島郵便貯金会館
地下駐車場83台一

応島センタービル‾‾
地下駐車場320台

NTTクレド基町ビル

地下駐車場
536台

/

∠

中央図書館前出口

市民球場前出口

広島県立総合体育館
地下駐車場200台

相生橋側入口

り側入口

図2 広島基町地下馬主車場

ネットワークの概略レイア

ウト

広島市基町に建設されたわ

が国初の地下駐車場ネットワ

ークは,ニューロ予測を導入
することにより,複数の地下

馬主車場の利用効率向上に役立

つている｡
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伴って増加する交通処理問題に対処するため,4か所の

駐車場を地下道路で一体的に接続する,わが国初の地‾‾F

駐車場ネットワークシステムが,第三セクター方式の基

町パーキングアクセス株式会社によって建設された

(図2参月弔)｡

このシステムの目的は以下の3点に要約される｡

(1)人口を交通渋滞の激しい場所から離して設置するこ

とによる道路渋滞緩和

(2)駐車場の利用効率向上を図る明快なサイン誘導シス

テムの導入

(3)照明～ 換気,非常時対応を含めた快適地下空間の

提供

この中でサイン誘導,制御案内,管理システムは,ネ

ットワークシステムの目的を実現するうえで重要な役割

を担っている｡

3.1制御案内システムの目的

この制御･案内システムのH的は次のとおりである｡

(1)地下道路内への進入車両を,安全運車云可能な故に制

御する｡

(2)地下道路内の待ち行列車両を,適正な数に制御する｡

(3)各駐車場が満車の場合,他の地区の空き駐車場を案

l勺する｡

(4)利肝者が複数ある駐車場のうち,駐車する場所を決

定しやすくする案内情報を提供する｡

このシステムの導入によl),駐車場事業者には｢駐車

場利用効率の向上+,一般利用者には｢快適性の確保+と

｢防災･安全面の配慮+という点をメリットとして提供し

ている｡

また,外部に対しても交通管制センターや巾駐車場案

内システムとも有機的な結合を図ることにより,街区全

体の交通情事臥 駐車場情報の提供に貢献している｡

3.2 駐車場利用率向上機能

広島市駐車場案内システムと連動した進入制御,およ

び地下駐車場ネットワークとしての進入交通量制御を行

うことにより,ネットワーク内へ進入する車両の量を各

駐車場の容量に見合った入場車数に制御している｡ニュ

ーラルネットワークを採用したことにより,さまざまな

要凶で刻々変化していく各駐車場の入･｢h車状況に合わ

せたフレキシブルな案内表示が可能となり,駐車場利用

効率向上と安全な走行を実現している｡

この制御案内システムの導入で約10%の駐車場利用効

率の向上を目標としている｡
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3.3 システム構成

システム構成は,各種センサ系,表示系,ゲート,端

末機器とシステムリンケージ装置から成る(図3参照)｡

制御用計算機HIDIC V90/35を使用することにより,リ

アルタイム性と24時間連続運転下での高信頼性を確保し

ている｡また,マンマシン端末にWindows滋)搭載パソコ

ン(パーソナルコンピュータ)を用い,允実したGUI

(GraphicalUserInterface)環境を提供している｡これに

より,優れた操作性と汎(はん)用性を確保し,オペレー

※)Windowsは,米国Microsoft Corp.の商標である｡

制御案内システム

制御用計算機
H旧IC V90/35

屈□
⊂]

Elhernetホ

広島市駐車場
案内システム

交通管制センター
管理端末

[+

曲
案内表示板

曲
案内表示板

⊂]

各駐車場端末

コ

芹瑚
センサ

注:* Ethernetは,富士ゼロックス株式会社の登緑商標である｡

図3 地下ネットワーク構成

地下ネットワーク運用のため,高信束副生,拡張性および操作性を

考慮したシステムとしている｡
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専有時間帯 【亘]昭一▲ノ[司昭
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図4 地下ネットワーク運転画面例

グラフィックをウインドウ展開することにより,運転者が簡便に

かつわかりやすく操作できるようにしている｡
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ターの負担軽i成を図っている(図4参照)｡一〟,各種セ

ンサ情報などの入力用のインテリジェントPI/0は,高信

頼性とスピードアップに貢献している｡これらを結ぶネ

ットワークとしてオープンLANであるEthernetを採用

することで,容易な機器接続と拡張性を備えている｡

8 駐車場管理･管制システム

4.1駐車場管理システム

駐中場管理･管制システムは,駐車場での経営面,利

用面および周辺に対して,効率的で使いやすく,かつ渋

滞の低i成を図ることを目的としている｡

ここでは,恵比寿ガーデンプレイスに建設された大規

模地‾F駐車場のシステムを事例として述べる｡

恵比寿ガーデンプレイスは,特定住宅市街地総合整備

促進事業｢恵比寿地区整備計画+の一環として,1994年

8月に完成した｡

オフィスビル,ホテル,多H的ホール,住宅など複数

の施設が共存する複介都‾rlこiであり,駐車場はすべて地‾卜

空間に設置され,24時間利用が可能である(図5参月別｡

恵比寿ガーデンプレイスの駐車場は,Ⅰ街区住宅,Ⅰ

∧肌批三毛-:､野

′環きき;′､蔓‡_･
〟.′～､｡惣一汀ご二､-
㍍宏ぎヾ､‾■､

く･‾ン∨柿∧～r三ミ

｡､豪､纂違さノ
一 重㌻アナ…･メ盲喜

`'㌔,

/'フ

=

一と

81F

82F

83F

84F

β5F

/‾ / 二J‾ ‾f‾ ‡ l l､l

/一卜7‾ iミ＼
/// ′ t l

･¢■

図5 恵比寿ガーデンプレイス駐車場のレイアウトイメージ

地下2階から5階までの4層の駐車場を最適な馬主車ブロックに

分けて,管‡里しやすくしている｡

街区ホテル,Ⅱ街区の三つの駐車場に大別され,目的に

応じた駐車場システムを通用している｡

4.2 システム概要

Ⅱ街区の駐車場システムは,管理用コンピュータを小

心とし,発券機,精算機などの端末系,誘導案内のため

の表示系,在中把握のためのセンサ系で構成されている

(図6参照)｡

また,ITVシステム,防災システムともリンケージし,

監視両を含めた総合管理を■吋能としている｡

さらに,非接触IDカードのセンサを接続することによ

り,契約車のほぼノンストップな入･出車を可能にして

いる｡管理用コンピュータとしては,24時間稼垂加 およ

び各接続機器とのリアルタイム性確保のため,FAコンピ

ュータ"FA-MASTER''を採用し,操作性,拡張ノ性,接

続性を高めている｡

4.3 システム機能

システム機能は,管理,管制および他システムリンケ

ージの三つに大別される(表2参照)｡

このシステムは,基本機能である実績情報の管理はも

ちろんのこと,大規模駐車場あるいは複合施設が混在す

防災システム:監視システム

[コ[コ

[コロ
⊂]⊂]

駐車場制御盤

皿皿
⊂コ

中央処理装置

FA-MASTER

盛匝
旧センサ

Ethernet

[喜] 国

駐車券発行株 自動料金精算使 途中精算機

回巨∃巨至司 各種センサ

萄
力【卜書込機

表示板

図6 ∬街区馬主車場システム構成

多目的の利用者のため24時間運転にこたえるとともに,lDカード

を含めた多媒体情報をリアルタイムで処王里できるようにしている｡
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表2 馬主車場管理システム機能
管理コンピュータの主な機能によって制御と管理,情報処理を有

機的に処理している｡

機能項目 機能名称 概 要

管 理

駐車実績管理
時間帯ごと,日ごと,および月ごとの

駐車実績を管理する｡

精算実績管理
精算機ごと,日ごと,および月ニーとの

精算実績を管理する｡

管 制

駐車状態管理
全体,フロア,ゾーンの駈車台数を管

理する｡

案内表示
全体,フロア,およびゾーンの駐車状

況を表示する｡

非接触IDカー 非接触旧カードによる契約車のスム

ド
-ズな入･出車を行う｡

信号制御
車の入･出車に応じた信号灯制御を

イTつ｡

他システム

異常監視
釣銭切れ,紙切れなどの異常発生時

に警報を出力している｡

防 犯
精算機扉の不正開時,警報を出力し,

リンケージ 監視モニタを強制的に切り替える｡

表 示
火災発生情報を防災センタから受信

し,駐車場内外に表示する｡

る駐車場の運用を考慮したシステム機能をも持つ｡

複合都市であるため人･山車量が時間帯によって大き

く異なることから,交通景収集,案内制御を行うと同時

に,異常発生時の監視システムや防災システムとの連軌

での′左全件も考慮している｡

4.4 特長と効果

このシステムの特長と効果を表3に示す｡

このシステムは複合都市の特性に対応し,イニシャル

コストとランニングコストの両方を考慮した総合効率遵

卒去に重点を置いて構築した｡さらに,安全面ではリアル

タイムの案内系,防災,ITVオンライン連動の中でのセ

キュリティの確保が,また利用面からは,待ち行列の最

小化,端末でのトラブルレス対応の効果がそれぞれ得ら

れている｡

b おわりに

以上,駐車場システムに関する最新事例から駐車場シ

表3 馬主車場システムの特徴と効果

この馬主車場システムにより,利用者へのサービス向上,安全性の

確保を含めて総合的な効率向上を目指している｡

大項目 小項目 特 長 と 効 果

コスト低減
省力化

省コスト化

発券や精算の自動化,無人化およ

び端末監視マニュアルレス化

管‡里,実績情報の自動収集,編集,

リアルタイム出力

安全性の確保

安全性

高抗磁化対応力ードの採用

非接触旧カード採用による,未契

約車両の侵入防止

異常監視,防

犯

監視モニタの強制的切り替え

防災システムとのオンラインリン

ケージ

サービスの

向上

非接触IDカー 入･出車に要する時間の大幅短縮

ドの導入 による待ち時間の低減

案内誘導
必要な場所に簡潔な案内表示を行
うことによる,駐車場内迷走の低減

ステム,ネットワークの現状と主要技術について述べた｡

今後の′仁清者重視の中で,これらのシステムの整備はい

っそう進むと考えられる｡

その中で利用者にとってより快適であi),経常者にと

ってより効率の高い設備であるとともに,管理■芥にとっ

て簡便な操作など管理･維持がしやすいシステムが必須

となってくる｡これに対して画像処理応用,各種カード

利打†などでの利便性,回車云率の向.卜のほか,CRTオペレ

ーションを小心とした統合管理化により,維持運営管理

運転の集中効率化が進展すると考えられる｡そのため,

これらの技術を取り込んだシステムの開発提供のほか,

周辺環境の改善,事前計画を支援する交通流シミュレー

ションやニューロ応用予測制御技術を適用した情報案

内,省エネルギーシステムなど幅広い範囲にわたってよ

り良い駐車場システムの実現に寄与していきたい｡

最後に,この論文の執筆にあたり多大のご指導をいた

だいた株式会社日建設計の杉山郁夫部長をはじめ,財卜り

法人駐車場整備推進機構などの関係各位に対し深謝する

次第である｡

参考文献

1)人橋,外:複数の施設の駐車場を地下道路でネットワー

ク化,建築技術(1992-9)

2)吉岡,外:駐車場のネットワーク化に対応する新モデリ

30

ング制御技術,口立評論,76,3,217～220(平6-3)

3)堀江,外:道路交通システムの高度化を支える画像処理

技術,日東評論,76,3,211～216(平6-3)




